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副作用が少なく非侵襲的な新たなガン治療法として、光線力学療法が臨床段階まで進んでいる。

光線力学療法は、レーザーと光感受性物質を用いて活性酸素を発生させ、ガン細胞のみを壊死さ

せる治療法であるが、活性酸素がどのようにガン細胞を壊死させるか詳細なメカニズムは未解明

である。光など外場を印加したことによるガン細胞への影響は、細胞膜や細胞骨格に現れる

ため[1]、その形状と弾性率など力学的特性を調べることで、ガン細胞への影響と壊死メカニ

ズムを理解することができる。本研究では、原子間力顕微鏡を用い、光線力学療法の前後でガン

細胞の弾性率を測定し、細胞骨格の状態から光線力学療法によるガン細胞への影響観察を行った。 

ラット胃粘膜由来のガン様変異細胞 RGKについて、光感受性物質であるレザフィリンを取り込

ませ、波長 540 nmの光を 5分、10分および 15分照射し、原子間力顕微鏡を用い RGKの弾性率

を測定した。図 1(a)、(b)および(c)に RGKの位相差顕微鏡観察像、5分間光を照射した後の弾性率

マッピングおよび光照射前後の細胞核付近の弾性率を示す。照射前の弾性率は 3.10 kPaと見積も

られ、照射後の弾性率は 3.98 kPaとなった。図 1(c)から細胞核付近の弾性率が 1.28倍に上昇して

いることが見て取れる。15 分照射すると RGKは壊死することから、RGKは活性酸素によって一

時的に細胞骨格を活性化し[2]、弾性率が上昇すると考えられる。 
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図 1 RGKの(a)位相差観察像、(b)光照射後の弾性率マップおよび(c)光照射前後の弾性率 


